
 

〇令和 7 月 18 日（金）19 時より上越医師会館

にて、第三回在宅療養支援機能スキルアップ懇談会

を開催しました。連日の猛暑の中、多くの方にご参加

いただきました。参加状況は、診療所医師会会員 

１9 名、デイサービス管理者/相談員 7 名、ショートス

テイ管理者/相談員 7 名、地域包括支援センター3

名、訪問看護ステーション 4 名、居宅介護支援事業

所 6 名、上越市・妙高市行政 3 名、他１名、事務

局４名、推進センターコーディネーター2 名の 57 名で

した。  

〇懇談会の内容                     

▸ご講話 「上越市国保清里診療所におけるオンライ

ン診療の試み」 畠山牧男（清里診療所所長）             

▸発表・対談：「ディサービス・ショートステイを知ろう」     

安楽 大（ディサービスよいさ管理者）          

小山一恵（ショートステイ桑の里生活相談員）  

羽尾和久 介護保険部副担当理事               

▸テーブル懇談と発表（7 グループ）           

▸全体のまとめ、アンケート記入            

五十嵐介護保険部副担当理事に司会進行を務め

ていただきました。グループワークのファシリテーターは地

域包括ケアマネジャーさんと訪問看護ステーションにお

願いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇アンケート結果について（回収数 48）       

〇アンケート結果（回収数 48/51 :94%）    

1)懇談会の目的の理解 2)講話の理解 3)医師と

施設管理者の対談 4)グループワーク 5)全体評価  

６）MC ネットの活用 ７）内容への希望・要望とい

う内容でアンケートを行いました。           

1)から 5)の懇談会の内容について問う項目は、全職

種とも①十分理解できた ②理解できたを合わせた評

価がほぼ 100%を占めました。今回も他職種から「医

師と直接意見交換ができ、医師の思いを聞くことがで

き良かった」という感想が多く聞かれました。 

●1)～5)に記載された医師のコメント 

・オンライン診療の実際を知り大変参考になった。Dr-

Nurse/Pt の育成が病院の役割と認識した。 

・オンライン診療の難しさを知った。          

・オンライン訪問診療は大変だと思った。 

・デイサービス、ショートステイのいろいろなサービスが参

考になった。 

・互いの意見を聞けて有用だった。 

・デイサービス、ショートステイの実際、それぞれの視点

での困りごとを知ることができて有意義だった。           

● MC ネットの活用に関する結果 

回収した 17 名の医師の 77％は登録していましたが、
そのうち 36％は未使用でした。23％の未登録者も今
後登録したいと回答していました。他職種からは、患者
お状態報告や相談などがしやすく、連携しやすいことか
ら、是非使用してほしいとの声が聞かれます。 

● 取り上げてほしい内容、その他要望について 

・訪問診療の診療報酬上のメリットを教えてほしい。 

・特養、老健などとの意見交換 

・MC ネットのアプリの表記が MCS になるのはどうして？ 

・ありがとうございました。 

 

 

 

上越地域在宅医療推進センター 

第三回在宅療養支援機能 スキルアップ懇談会を開催しました 

アンケートのご意見も参考させていただきます。  
医師会員の先生方が気軽にご参加いただける会
になるよう工夫して参ります。            
是非、次回もご参加下さい。 

 

 

 

 


